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ドロップ・サイト・デイリー、７月２４日：パレスチナ人 4 人とイスラエル人 2 人が焼夷
弾攻撃で死亡;イスラエル、ヨルダン川西岸地区で大規模な軍事作戦を開始;ホルムズ海峡
に石油が流出 

脇浜義明訳 ＊脚注は訳注 

 

イラン 

 ＊米国のイラン攻撃再開２週目に突入： ・アル・ジャジーラによると、米国の夜間攻撃で南西部フーゼスターン州の

アフヴァーズ市周辺で４人が死亡、５人が負傷した。 

・イラン保健省によると、７月６日以降の米軍の空爆の死者数は子ども３人を含む５９人で、負傷者数は６６６人で

ある。   

・米中央軍は、イランの軍事施設に対する攻撃を１３夜連続で行ったと発表した。さらに、海上封鎖によって商船１

２隻を進路変更させ、１隻を無力化したと発表した。   

・現地時間２４日早朝、米軍は少なくとも６つの州を攻撃した。フーゼスターン州のアフヴァーズ市とオミディーエ

市、ケシュム島南岸、港湾都市バンダル・アッバース（少なくとも２人の負傷と停電が報告された）、ロレスターン

州のホッラムアーバードなどでミサイル攻撃が報告され、ヤズド州やマルカズィー州の複数の地域も攻撃されたとい

う報告がある。  

・イラン当局は２３日、北部のギーラーン州にあるイスラム革命防衛隊（IRGC)の海軍司令部が米国の攻撃を受けた

と報告した。  

・イスラム共和国通信（IRNA)によると、ジバケナール地区にある IRGC 施設が午前中に攻撃され、敷地内の一部

が損傷した。 

 ＊イランによる報復：  

・イラン軍は２３日夕方、ヨルダン、バーレーン、クウェートにある米軍施設（クウェートのキャンプ・ベーリング

基地を含む）を攻撃したと報告した。 

・タスニム通信が引用した初期報道によると、イランのミサイルが、米軍が駐留するヨルダンのムワッファク・サル

ティ空軍基地に着弾したと言われる。   

・イスラム革命防衛隊は２３日、クウェートのアリ・アッサレム空軍基地に対して大規模なドローン攻撃を行ない、

大型爆薬庫や複数の兵舎を破壊した報告した。  

・クウェート軍によると、イランのミサイル攻撃に対し、２３日夕方と２４日朝にかけ、ミサイル防衛システムが作

動し、空襲警報が発令された。  

・２４日の朝、イランが繰り返し標的にしたイラク・クルディスタン地域のアルビル空港付近で複数の爆発があっ

た。 

 ＊負傷米兵がドイツへ搬送される：ニューヨークタイムズ紙は２３日、米軍当局者の話として、最近のイラン攻撃で重傷

を負った米軍兵士約１０人がドイツにある米軍病院へ搬送されたと報じた。負傷は、当初の国防総省の説明では、大半が軽

度の外傷性脳損傷だとされていたが、もっと深刻な重傷であることを、この搬送が示している。 

 ＊トランプ、凍結したイランの資産を「損害」の補償に充てると表明：トランプ大統領は２３日、今後発生する船舶や貨

物への「あらゆる損害」の補填に、米国が制裁として凍結しているイランの資産を充てると言った。トランプは「損害は非

常に巨額になる場合もあるが、これこそが公正で公平な処置だと」と言ったが、この措置の法的根拠や資金の正確な出所に

は何も言わなかった。   

・これに対して、イランのアッバス・アラグチ外相は、他国の財産を没収して無関係な将来の請求の支払いに充てるのは

「事態を激化させる前例」となると警告した。「そういう支払いを歓迎したり、利益を得る人々はしっかり心にとめるべき

だ。他国政府が他国の資産没収が常態化すれば、どの国の資産も安全でなくなることを」と付言した。 
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 ＊ウォールストリート・ジャーナル紙、イランの再建はイスラエル情報機関の予測より速い速度で進展：ウォールスト

リート・ジャーナル紙は２３日、数か月にわたる米・イスラエル爆撃で破壊されたイランのインフラ（山間部のミサイル基

地から橋、港、生産施設にいたるまで）が急速に再建されていると報じた。  

・プラネット・ラブ社とエアバス社の衛星画像で、ケルマンシャー北部のカンガヴァルやデズフルにあるミサイル基

地の 

復旧作業が確認された。デズフルでは、崩壊したトンネルの入り口を作業員が数週間で復旧させ、進入路を再舗装し

た。   

・あるイスラエル高官らは、イスラエル軍の爆弾３発が直撃破壊した橋を、イランは数日で修復したと言った。彼ら

はまた、地下深くの施設は入口が崩壊しただけで、施設内部のミサイルは無傷だった攻撃もあると述べた。 

 ＊ホルムズ海峡通過タンカー減少：ケプラー社のデータによると、ホルムズ海峡をペルシャ湾から東へ向かう石油・石油

製品輸送タンカーの運航は非常に低水準で、７月１７日から２３日までの運航数はわずか１０隻（２２日はゼロ）であっ

た。   

・これらのタンカーが７日間で輸送した原油量は１，５７０万バレルで１日平均わずか２２４万バレルであった。 

 ＊ホルム海峡で２隻のタンカーから石油流出の報道：海事情報会社 Windward によると、ホルムズ海峡のララク島付近

でタンカー２隻から石油が流出しており、油膜がララク島とゲシュム島の沿岸部に向かって漂流している。   

・７月２１日から２３日の衛星とレーダの画像で、流出を起こしている船の１隻はカヴォマレアス号であることが確

認された。同船は以前の攻撃で被弾したタンカーである。  

・Windward は流出している油は積荷の原油ではなく、燃料であると査定した。積荷は空荷で航行しているからであ

る。 

・もう１隻の船舶は AIS 追跡装置を付けていない正体不明の「ダーク・タンカー」で、Windward 社によると、画像

から見ると、５月以降ずっと同じ場所に留まっていることが確認されている。 

 

パレスチナ 

 ＊イスラエル、西岸地区への無差別攻撃を命令、パレスチナ人４人死亡：イスラエル軍の護衛で武装入植者が２４日、

ナブルス南西の町タルを襲撃し、少なくともパレスチナ人４人を殺害し、８人に負傷を負わせた。この襲撃中、パレスチナ

人男性が入植者の武器を奪って、入植者２人を殺害、２人に負傷を負わせた。   

・タルの町長ワリド・ジダンは、約２０人の入植者が午前７時３０分から８時の間に村を襲撃し、その後カバラ地区

で攻撃を続けたと述べた。「住民たちは地域の家を守るために駆け付けた」と彼は言った。彼は、イスラエル軍はパ

レスチナ人が入植者の武器を奪って発砲したと主張しているが、「他の証言では、イスラエル軍がその場の全員に向

けて無差別発砲したと言われている」と述べた。   

・入植者の死亡に対する報復として、ネタニヤフ首相とカッツ国防相は、パレスチナ人家屋の破壊、武器の捜索、イ

スラエルが「テロのホットスポット」と指定するパレスチナ人村での就労許可の取り消し、検問所の増設、道路の分

離など、一連の軍事作戦を発表した。彼らは「治安部隊は自由に、全力を尽くして活動せよ」と言った。   

・イタマル・ベン・グヴィル国家安全保障相は、西岸地区の村落を、入植者に対する攻撃の報復として、ガザのベイ

ト・ハヌーンと同じように徹底的に破壊すべきだと言った。   

・この事件の前日、イスラエル軍と入植者は西岸地区襲撃で４人を殺害した。ナブルスの東のベイト・フリクでは２

人が死亡、４人が負傷した。ジェニンでは、トゥバス出身の２５歳のパレスチナ人男性がイスラエル軍に射殺され

た。さらに、東エルサレムのシュアファト難民キャンプの検問所でイスラエル兵に撃たれて逮捕された若いパレスチ

ナ人男性が死亡した。   

・パレスチナ赤三日月社によると、入植者たちは近隣のいくつかのパレスチナ人集落への襲撃をエスカレートさせ、

次いでカルキリヤの東にあるファラタ村を襲い、７人のパレスチナ人を負傷させた。  

・イスラエル軍はまたナブルス専門病院を襲撃し、救急外来に乱入した。病院関係者によると、兵士らは医師や看護

師の手を縛り、患者の兄弟２人を拘束した。その一人はタルの町の攻撃で受けた銃創の治療を受けていた。   
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・イェシュ・ディンやその他数十のイスラエルの人権団体は、占領地西岸地区への軍と入植者の襲撃は「大規模なポ

グロム」に発展する恐れがあるとして、国際社会の即時介入を強く求めた。 

 ＊イスラエルのガザ回廊での破壊活動は継続： 

・イスラエル軍は、ジャバリヤ難民キャンプの中の避難所になった病院アル・イエメン・アッサイード付近を攻撃

し、子どもを含む２人を殺害、数人を負傷させた。  

・イスラエル軍機は２３日、ブレイジ難民キャンプ南東にあるアンヌール・モスクとその周辺の建物を、住民に退去

命令を出して、破壊した。 

・イスラエル軍は、ハーン・ユーニス南部の避難民家族のテント村を砲撃し、子どもを含む数人を負傷させた。   

・２３日、ガザ市内の民家が空爆され、２人が負傷した。 

・同じく、ガザ市内の集合住宅がイスラエル軍の空爆を受け、女性１人が死亡、男性１人が死亡した。   

・ガザ警察は２３日、ハーン・ユーニスでイスラエル軍の不発弾の爆発で、パレスチナナ人兄弟が負傷、１人は片手

を切断する手術が必要な負傷であると発表した。 

 ＊ガザ回廊で水痘の感染拡大が続いている：ガザ保健省によると、今年になってから５万３０００件以上の水痘感染例が

確認されており、これは「記録的急増で、憂慮すべき事態」で、感染症対策の崩壊を示していると警告している。   

・避難民キャンプの途方もない過密状態、清潔な水の不足、衛星設備の崩壊、イスラエル軍による病院への攻撃や医

療物資搬入の制限のための一次医療の崩壊が感染を拡大させている。 

 ＊ガザで汚水氾濫：ガザのジャーナリスト、タメル・ナヘドによると、ガザの避難民キャンプ内で仮設の汚水溜めが崩壊

し、テントが汚水で浸水、家財道具が汚水で汚れ、深刻な健康被害が発生している。 

 ＊入植者がパレスチナ人のブドウ畑を荒らした：パレスチナ情報センターによると、入植者がヘブロン北部のハルフル地

区ワディ・カブーンにあるアル・ジャナズラ家のブドウ畑で。収穫予定日の数日前に、約４，０００kg のブドウを破壊し

た。  

・アル・ジャナズラ一家は２．５ドゥナム（約２５００平方メートル）のブドウ畑をまる１年かけて耕作してきた。

約５０人の家族がこの畑からの収入で生活してきた。   

・農地の一部はすでに入植地へ続く道路で分断されており、近くにイスラエルの前哨基地があり、入植者から度重な

る脅迫を受け、一家は常に畑を見張る態勢をとっていた。 

 ＊拘束中のガザの外科医、健康悪化：パレスチナ人囚人擁護センターの２３日の発表によると、アッシファ総合病院の

整形外科・脊椎外科部長のムラド・アル・クカ医師（４７歳）は、イスラエル軍に病院から連行されて以来、体重が約４５

キロも減少し、視力にも深刻な影響を及ぼす目の負傷を負った。   

・イスラエル軍は２０２４年３月１９日、アシファ病院を襲ったとき、負傷者を治療していたアル・クカ医師を逮捕

し、他の数人の医療スタッフとともに連行した。囚人擁護センターによると、アル・クカ医師は拷問や身体的・精神

的虐待を受け、血圧降下剤の投与も拒否され、椎間板ヘルニアや胃潰瘍の治療も拒否され、弁護士や赤十字の面会も

認められていない。 

 ＊イスラエル、入植地拡大を承認：エルサレム応用研究所（Applied Research Institute-Jerusalem)の報告によると、イス

ラエル当局はベツレヘム東のパレスチナ人所有地のほぼ６０００ドゥナム（６００ヘクタール）を入植地にする計画を承認

した。 

・応用研究所は、西岸地区の入植地集合体グッシュ・エツィオン評議会が承認したこの拡張計画は、トゥクとアル・

ミニャの間にある違法入植地「テコア」を南に向かって拡張する計画だと述べている。 

 ＊イスラエル銀行、パレスチナ金融業者との取引停止：ロイター通信によると、イスラエル・ディスカウント銀行は９

月１日から、ハポアリム銀行は１０月１日から、パレスチナの金融機関との取引関係を断つ予定。   

・この２銀行はこれまで、合わせて年間約１６６億ドルのパレスチナ関連の取引を処理してきた。今後パレスチナの銀行は

イスラエルの金融システムから切り離される可能性があり、輸入の決済、給与支払い、自治政府の運営に支障をきたす恐れ

がある。 
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 ＊モロッコ軍将校、ガザへの部隊派遣前にガザ現地視察：イスラエル公共放送「カン」は、２２日に４０人規模のモロ

ッコ軍将校団が、トランプの「平和評議会」（Board of Peace)の下に設置すると提案されている多国籍軍派遣に向けた準備

としての現地視察を行ったという「ザ・ニュー・アラブ」の報道を引用した。 

 

レバノン 

 ＊南レバノンでイスラエルが「ダブル・タップ（同じところを二度攻撃する）」ドローン攻撃、救急隊員２人が負傷：イ

スラム保健局によると、２３日、南レバノンの前に攻撃されナバティエ・アル・ファルカにいた民間救助団の車両をイスラ

エルがドローン攻撃し、救急隊員２人が負傷、救急車が破損した。  

・３月２日のイスラエルのレバノンへの新たな攻撃野開始以降、直接的標的になって攻撃された死亡した救急隊員は

１３０人で、負傷した隊員は２６０人となった。   

・レバノン国営通信によると、米国仲介の「停戦」にもかかわらず、イスラエル軍は南レバノンのハダサ、タイリ、

クーニンの各町を結ぶ道路の交差点をいくつか破壊した。また、イスラエル軍がヒアムの町でも大規模破壊を行った

と報じた。 

 

米国ニュース 

 ＊新たなトランプ関税、８０カ国以上に対して発効：トランプ政権は８０カ国以上の国々からの輸入品に対して１０～１

２．５％の関税を２４日から課すとした。これは、「不公正または差別的な」労働慣行を行なう国に対する処置を規定した

通商法３０１条を援用したものである。  

・最高裁は２月にトランプの関税措置を否定した。今回彼は、強制労働による生産を禁止する法律を制定または施行

していない国を対象にするという回避策を使った。 

 ＊上院、イラン戦争権限決議案を否決：上院は４９対４７で、イランに対する議会の承認を得てない米軍の軍事行動を

トランプ大統領に停止させる戦争権限決議案を否決した。 

・共和党のスーザン・コリンズ議員は民主党に同調して決議案を支持する投票をし、民主党のジョン・フェッターマ

ン議員は共和党に同調して同決議案を否定する投票をした。共和党の４議員が投票しなかった。  

・共和党多数の下院では同じような決議案が２１４対２０８で可決されている。下院では、共和党議員４人が民主党

側に回り、議会の承認なしの軍事行動をトランプ大統領に求める決議案を支持した。 

 ＊DOJ（司法省）、NYT 記者に対する召喚状を取り下げ：司法省は、ニューヨークタイムズ紙記者から電話記録や大陪

審証言を求める召喚状を取り下げた。これは、アルン・スブラマニアン判事が手続き上の違反があるとして検察を１時間近

く厳しく追及した結果である。  

・司法省は、カタールからトランプ大統領に寄付された新エアフォース・ワン（大統領専用機）のセキュリティ能力

の調査をしていた記者に対して召喚状を出そうとしていた。ニューヨークタイムズ紙はそれを、記者を威嚇する行為

だと非難した。司法省は、この調査は「現在も継続中：と言っている。 

 ＊アラスカ州、有権者３０００人に国籍確認の書簡を送付：AP 通信によると、アラスカ州選挙管理局は８月１８日の予

備選挙前に、有権者に国籍の確認を求める書簡を３０４８通送付した。通常は、確認対象として約２００人が抽出される慣

行だが、それを大幅に上回るものである。  

・アラスカ州選挙管理局長は、この確認対象の増加を、運転免許発行・管理するDMV（車両管理局）の旧データに基づく

もので、「無効リスト」に移動された書簡受領者でも、「特別投票」を使って投票ができると説明した。 

 ＊２４以上の州が、災害支援金支給条件としてトランプが進める選挙制度変更や移民政策への協力を強要したトランプ政

権を提訴：２０以上の州がトランプ政権をロードアイランド州の連邦裁判所に提訴した。州への数十億の災害支援金を支

給する条件として、州内の選挙制度の変更や移民法執行への協力を求める連邦緊急事態管理庁と国土安全保障省の政策に抗

議・反対するためである。 

 ＊ミシガン州で中道派の予備選候補のヘイリー・スティーブンズの広報コンサルタント、パランティア社で副業している

のが発覚し、解雇される：ドロップ・サイトのライアン・グリムの報道によると、ヘイリー・スティーブンズの広報コンサ
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ルタントとして活動していたケイトン・レガッキが、秘密裡に、AI 企業パランティア・テクノロジーズのコンサルタント

を行っていた。グリムはそれに関してスティーブンズ選挙事務所にコメント要請したところ、事務所広報官はレガッキを解

雇した。事務所はドロップ・サイトに対し、「ヘイリー・スティーブンズはレガッキがパランティア社のために働いていた

ことを知らなかった。彼女との契約は解除され、彼女はもはや我々陣営のコンサルタントではありません」と語った。   

・広報官はさらに、「ヘイリーは ICE が自己統制を失い、ミシガン州民を危険にさらしているので、早急な抜本的改

革が必要だと考えています。そのため彼女は、抜本的に ICE を改革しないで ICE に追加資金を支給することに反対

票を投じてきた議員です。彼女が主張する改革とは、犯罪や権力乱用を行った ICE 捜査官の訴追、捜査官が適切な

身分証を着用の義務付けと顔を隠すマスク着用禁止、７５０億ドルもの裏金（使途不明金）の剥奪などがあります」

と説明した。   

・レガッキは、「対立候補のアブドゥル・エル・サイードが個人資産の開示を行っていない。ドロップ・サイトは彼

の収入よりも私の収入源に関心を持っているようだ」と、不満をもらした。  

・移民に関するニュースメディア「ミグラント・インサイダー」は、スティーブンズの現在のＩＣＥ反対姿勢に至る

前の、過去の投票記録を報告している。 

 ＊モレノ議員、国防権限法（NDAA)の第２１９条に反対を表明：バーニー・モレノ上院議員（共和党、オハイオ州）は

ドロップ・サイトのジュリアン・アンドレオーネに対し、国防権限法の第２１９条に反対する意向だと伝えた。第２１９条

は、米軍とイスラエル軍の諜報収集能力を統合することを規定した条項で物議を読んでいる。モレノは、これが最終的な法

案に盛り込まれることはないと言った。   

・「私ほど熱烈にイスラエルの生存権と自衛権を支持する人間は他にいないが、しかし米国は軍事力をいかなる国と

も、たとえバハマとでも、統合すべきではないと思う」と、彼は語った。   

・アンドレオーネは他の上院議員にも意見を聞いた。それについては、Julian Andreone@JulianAndreone・Jul 24 を

見られたい。 

 

その他の国際ニュース 

 ＊ロシア、ウクライナで攻撃のため１７人が死亡：ゼレンスキー大統領によると、２４日にキーウへのロシアのミサイル

攻撃があり、６人が死亡し、「数十人」が負傷した。また、ドネツク州スロビャンスク市への攻撃では、州知事によると、

５人が死亡、９人が負傷した。   

・２４日ウクライナはロシアのキーロフ州の工場を攻撃し、州知事によると６人が死亡し、２６人が負傷した。 ウ

クライナは、先週からロシアの大手電子商取引のへの攻撃を開始、その継続として、ワイルドベリーズの倉庫を攻撃

していると、同社の創業者が言った。 

 ＊ギリシャ、イスラエル製兵器４０億ドル相当の購入を承認：ギリシャの国家安全保障機関は、イスラエル製防空シス

テム「アキレス・シールド」を最大４０億ドルで調達することを承認した。  ・ギリシャは「スパイダー」、「ダビデの投

石」、「バラクMX」の防空システムを導入することになっている。これらのテクノロジー製品は、イスラエルの国営企業の

ラファエル社とイスラエル・エアロペース・インダストリーズ社が製造しており、２０２９年までに完成して納入される予

定である。 

 ＊スーダン軍のドローン攻撃で青ナイル州の避難民が死亡：２３日早朝、青ナイル州のバディア地区の避難民の集団をス

ーダン軍のドローンが攻撃、数十人が死亡した。スーダン・トリビューン紙は、犠牲者の大半が女性と子どもだと報じてい

る。 

 ＊包囲されらスーダンの都市で、女性たちがドローンと性的暴力に直面している：国連女性機関は２４日、スーダンのエ

ル・オベイド市が包囲状態にあり、水汲みに出る女性や少女たちは、昼間はドローン攻撃の、夜は性的暴力の脅威にさらさ

れていると発表した。 

・「これらの女性や少女たちはハラスメントを受けてきた。彼女たちは、人権として最も基本的な必需品である水を

汲もうとするときに、レイプやその他の形の性的暴力を受けてきた」と、国連の地域担当者が言った。    

https://x.com/JulianAndreone/status/2080339219675860993
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・国連の推計によると、今年、スーダン全土で、１２７０万人の女性や少女が、性的暴力に関する支援を必要として

いる。 

 ＊アルゼンチンのミレイ大統領、ブラジルの党大会で極右のフラビオ・ボルソナーロ支持：ロイター通信によると、アル

ゼンチンのハビエル・ミレイ大統領は２４日、数か月にわたるスキャンダルで、ルイス・イナシオ・ルーラ・ダ・シルバ現

職大統領に遅れをとっているフラビオ・ボルソナーロを応援するためにブラジルを訪問する。   

・ボルソナーロは、収監中の銀行家との金銭的な関係、自分の継母との公然としたいさかい、ブラジル製品に対する

新たな米国関税などで、世論から批判されている。 

 ＊インドの活動家ワンシュクは、若者中心の「ゴキブリ」抗議1の中で行っていた２６日間のハンガーストライキを終

了：アル・ジャジーラによると、活動家のソナム・ワンチュクは２３日、ダルメンドラ・プラダン教育相の辞任を求めて行

っていたハンガーストライキを終了すると発表した。中止理由として、「様々な条件に関する長期的交渉」や「暴力が発生

する可能性」を挙げた。  

・ナレンドラ・モディ首相はビデオ演説の中で、試験問題流出に関する取り締まりを強化し、過去の試験問題流出に

関する責任者への裁判手続きを迅速化すると約束した。   

・デリーでは「ゴキブリ・ジャンタ党」主導の抗議活動が、市内のジャンタル・マンタルで続いており、人権団体

は、警察の「過剰武力行使」とインターネット遮断を非難している。 

 ＊パキスタンのアフガンスタン国境近くの検問所で自爆攻撃、１５人死亡：パキスタン軍によると、北西部のタンク地

区にある警備拠点に、夜、爆発物を積んだ車両が突っ込み、兵士１２人とその他３人が死亡した。 ・軍と警察が共同警備

していたこの検問所は、先に武装勢力が突破しようと攻撃したが失敗した後に、自爆攻撃を受けた。パキスタン・タリバン

運動が実行したという声明を出し、４人の殉職自爆攻撃者が行なったと述べた。 

 

 

1 最高裁判事が若者の抗議を「ゴキブリ」と侮辱したことへの皮肉を込めた風刺的政治運動。 


